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議事の進行を務める
前田議長

挨拶をする
榎本組合長

　

第
11
回
通
常
総
代
会
が
令
和
６
年
６
月
12
日
、
当
組
合
で
開
催
さ
れ
、
総
代

１
４
８
名
中
56
名
（
う
ち
書
面
決
議
92
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
琴
浦
町
の
前
田
英
敏
総
代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
実
績
報
告
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
10
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
保
険
制
度
の
機
能
と
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
、
農
業
の
経
営
安
定
と
地
域
農

業
へ
の
支
援
を
行
い
、
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
11
回 

通
常
総
代
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
10
議
案
承
認 

第
１
号
議
案	
業
務
報
告
書
承
認
の
件
〔
令
和
５
年
度

事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分

（
不
足
金
処
理
）
案
〕

第
２
号
議
案	

令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

概
算
書
設
定
の
件

第
３
号
議
案	

令
和
６
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方

法
決
定
の
件

第
４
号
議
案	

特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
５
号
議
案	

実
施
体
制
の
改
善
計
画
策
定
の
件

第
６
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所

運
営
委
員
選
任
承
認
の
件

第
７
号
議
案	

令
和
６
年
度
役
員
、
損
害
評
価
会
支
所

部
会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報

酬
額
決
定
の
件

第
８
号
議
案	

令
和
６
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等

決
定
の
件

第
９
号
議
案	

令
和
６
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
10
号
議
案	

附
帯
決
議
の
件

【
主
な
議
案
】

【
主
な
議
案
】

表

彰

皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

事
業
功
績
者
の
部

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

鳥
取
市

鳥
取
市

鳥
取
市

鳥
取
市

八
頭
町

倉
吉
市

湯
梨
浜
町

琴
浦
町

琴
浦
町

北
栄
町

米
子
市

米
子
市

大
山
町

南
部
町

日
野
町

小

　林

　康

　明

河

　村

　信

　明

椿

　
　
　壽

　幸

松

　尾

　
　
　劯

谷

　口

　
　
　聖

河

　本

　誠

　友

河

　井

　勝

　重

御

　古

　
　
　修

竹

　中

　
　
　茂

山

　田

　育

　夫

足

　立

　雅

　明

柿

　原

　力

　男

米

　村

　俊

　夫

潮

　
　
　計

　久

金

　明

　昭

　雄

建
物
共
済
の
部（
集
落
）

令
和
５
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由

鳥
取
市

三
朝
町

琴
浦
町

中
大
路 

集
落

坂

　本 

集
落

金

　屋 

集
落

職
員
の
部

農
業
共
済
職
員
と
し
て
30
年
以
上

勤
務

表
彰

理
由

本

　
　所

西
部
支
所

天

　津

　康

　彦

堀

　尾

　宏

　司

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

令
和
５
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由

八
頭
町

琴
浦
町

米
子
市

伯
耆
町

森

　
　
　隆

　文

村

　本

　文

　雄

中

　本

　幸

　延

乾

　
　
　
　
　裕
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令和５年度事業実績・令和６年度事業計画令和５年度事業実績・令和６年度事業計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

頭
円
円

頭
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

棟
円
円

棟
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

棟
円
円

棟
円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

台
円
円

台
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

a
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

a
円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

病
傷

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

頭
円
円

頭
円

家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

a
円

令和 5 年度実績 令和 6 年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

a
円

農作物共済

水
稲

麦

農機具共済

引　　　受
支  払  済
保 険 金 等

件

円収入保険

園芸施設共済

死
廃

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

a
円

ぶ
ど
う

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

a
円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

a
円
円

か
き

な
し

a
円

果樹共済

※令和６年４月末現在

件

※

716,001
5,078,405,093

20,412,990
8,244

19,332,366
380,750

1,884
272,880,468

29,280
894,312,101
275,757,412

53,234
9,878,455,760

352,460,152

1,888
31,290,000

296,100

6,667
302,150,000

4,453,357

5,637
3,918,706,000

5,709,828
51,540

568,710,040,000
323,688,688

5,883
9,735,530,000

39,844,365

32,312
39,871,813
1,882,179

11,142
9,972,182

423,585

521
33,160,000

230,000

29,280
894,312,000

― 

5,695
4,000,572,000

― 
50,510

557,335,840,000
― 

5,913
9,765,530,000

― 

30,045
37,206,000

― 
10,809

9,632,000
― 

54,531
9,112,727,000

― 

679,679
4,751,931,000

― 
8,245

19,332,000
― 

498
32,864,000

― 

1,888
31,290,000

― 

6,527
296,035,000

― 

2,000
― 
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■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
　

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
６
年
11
月
末

　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
お
よ
び
侵
入
防
止
対
策
を
講
じ

て
被
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
。

対
象
者…

農
業
保
険
加
入
者
（
水
稲
・
麦
耕
作

者
）
と
そ
の
同
一
世
帯
お
よ
び
組
合
員
で
構
成

す
る
団
体
等

①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

対
象…

令
和
５
年
11
月
１
日
〜
令
和
６
年
10
月

31
日
購
入
分

交
付
金
額…

資
材
金
額
の
10
％

　（
１
０
０
，
０
０
０
円
限
度
／
件
）

②
捕
獲
檻
設
置
維
持
管
理
助
成

　
交
付
金
額…

２
，
０
０
０
円
／
基

　
損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
の
結
果
、
予
算
額
を
上
回
る
場

合
は
交
付
額
の
調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
捕
獲
檻
購
入
助
成

対
象…

令
和
５
年
11
月
１
日
〜
令
和
６
年
10
月

31
日
購
入
分
（
中
古
を
除
く
）

交
付
金
額…

捕
獲
檻
購
入
費
の
50
％

（
５
０
，
０
０
０
円
限
度
／
基
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
　
　

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
６
年
10
月
末

　
担
い
手
等
の
薬
剤
費
負
担
を
軽
減
し
、
適
切
な

病
虫
害
防
除
を
促
し
損
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
が
目
的
。

対
象
者…

令
和
６
年
度
の
農
業
保
険
加
入
者
で

水
稲
と
麦
の
合
計
面
積
が
４
ha
以
上

交
付
金
額…

合
計
加
入
面
積
10
a
当
た
り
80
円

程
度

■
鳥
獣
害
対
策
費
助
成

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
７
年
１
月
末

　
鳥
獣
害
対
策
を
実
施
し
た
果
樹
共
済
加
入
組
合

員
等
に
費
用
の
一
部
を
助
成
。
組
合
員
の
負
担
軽

減
、
損
害
防
止
並
び
に
果
樹
生
産
の
経
営
安
定
を

図
る
こ
と
が
目
的
。

対
象
者…

鳥
獣
害
対
策
を
実
施
し
た
果
樹
共
済

加
入
組
合
員
等
及
び
出
荷
団
体
等

①
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

交
付
金
額…

２
０
，
０
０
０
円
限
度
／
基

②
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
購
入
助
成

交
付
金
額…

購
入
費
の
50
％

（
５
０
，
０
０
０
円
限
度
／
基
）

③
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成
（
柵
・
テ
グ
ス
・

ネ
ッ
ト
等
　
設
備
の
更
新
含
む
）※

爆
音
機
及

び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
除
く

交
付
金
額…

資
材
代
の
10
％

（
１
０
０
，
０
０
０
円
限
度
／
件
）

④
駆
除
に
係
る
助
成

対
象…

令
和
６
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

に
実
施
し
た
駆
除
経
費

交
付
金
額…

実
施
経
費
の
20
％
を
限
度

■
事
故
低
減
対
策
費
助
成
　

﹇
申
請
期
限
﹈
令
和
７
年
２
月
末  

　
園
芸
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
豪
雪
や

暴
風
に
よ
る
損
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
の
費
用
を
助
成
。

　
対
象
者…

園
芸
施
設
共
済
加
入
者
（
雪
害
防
止

対
策
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
）

　※

雪
害
防
止
対
策
と
は
、
施
設
内
部
の
補
強
を

　
　
い
う

　
交
付
金
額…

施
設
内
部
の
補
強
に
係
る
総
経
費

の
50
％

　（
２
０
，
０
０
０
円
限
度
／
棟
）

　（
３
０
，
０
０
０
円
限
度
／
棟
）※

連
棟
ハ
ウ
ス

令
和
６
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済
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■
狩
猟
免
許
取
得
更
新
助
成

﹇
申
請
期
限
﹈令
和
６
年
12
月
末

　
地
域
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
、安
心
で
き
る
生

産
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
。

対
象
者…

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
者
及
び
狩
猟

免
許
を
更
新
す
る
者（
組
合
員
及
び
組
合
員
の

同
一
世
帯
員
）

交
付
金
額…

令
和
６
年
に
お
け
る
狩
猟
免
許

（
網
猟
・
わ
な
猟
・
第
一
、二
種
銃
猟
免
許
）の
受

験
、更
新
手
数
料
自
己
負
担
額
の
50
％

■
畑
作
物(

大
豆)

共
済
再
播
種
助
成

﹇
申
請
期
限
﹈令
和
６
年
９
月
末

　
組
合
員
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、豪
雨
災
害

に
よ
っ
て
再
播
種
を
行
っ
た
組
合
員
等
に
種
子
代

等
を
助
成
。

　
対
象
者…

令
和
６
年
産
農
業
保
険
加
入
者

　
交
付
金
額…

再
播
種
経
費
10
ａ
当
た
り

　
３
，０
０
０
円
を
交
付

■
収
入
保
険
加
入
拡
大
協
力
奨
励

　
収
入
保
険
制
度
の
周
知
や
加
入
推
進
に
協
力
い

た
だ
い
た
生
産
部
会
等
の
関
係
組
織
と
、新
規
加

入
へ
の
支
援
を
い
た
だ
い
た
組
織
や
個
人
な
ど
に

交
付
す
る
。

①
生
産
部
会
等
組
織
協
力
奨
励

　
制
度
説
明
等
の
加
入
推
進
に
係
る
協
力
を
い
た

だ
い
た
組
織
に
対
し
５
，
０
０
０
円
交
付

対
象…
令
和
６
年
３
月
〜
令
和
７
年
２
月
末
ま

で
に
行
わ
れ
た
協
力
活
動
（
１
組
織
／
年
１
回
）

②
加
入
者
紹
介
に
お
け
る
協
力
奨
励

　
組
織
や
個
人
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
新
規
加
入
さ

れ
た
１
経
営
体
当
た
り
５
，
０
０
０
円
交
付

　（
収
入
保
険
加
入
者
か
ら
の
紹
介
の
場
合
、

　
　
５
，
０
０
０
円
程
度
の
奨
励
品
と
す
る
）

対
象…

令
和
６
年
３
月
〜
令
和
７
年
２
月
に
新

規
に
加
入
し
た
経
営
体
と
す
る

令
和
６
年
度

事
業
奨
励

　
各
種
費
用
の
軽
減
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
の
結
果
、
予
算
額
を
上
回
る
場

合
は
交
付
額
の
調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●東部支所 ０１２０－０３１８７０
０８５７－３７－３３０１

●中部支所 ０１２０－０３１１８０
０８５８－３７－５２５２

●西部支所 ０１２０－０３１４９２
０８５９－２２－１００１

お問い合わせは最寄りの各支所
までご連絡ください。
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半
相
殺
方
式
の
場
合

　
収
穫
量
の
合
計
が
、災
害
に
よ
っ
て
基
準
の

２
割
を
超
え
る
減
収（
補
償
割
合
８
割
で
加
入

の
場
合
）が
見
込
ま
れ
る
場
合
、被
害
圃
場
の

全
て
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。検
見
や
実
測
の

方
法
に
よ
り
減
収
量
を
把
握
し
共
済
金
の
算

定
を
行
い
ま
す
。

全
相
殺
方
式
の
場
合

　
収
穫
量
の
合
計
が
、災
害
に
よ
っ
て
基
準
の

１
割
を
超
え
る
減
収（
補
償
割
合
９
割
で
加
入

の
場
合
）が
見
込
ま
れ
る
場
合
、被
害
圃
場
の

全
て
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。施
設
計
量
結
果

等
の
客
観
デ
ー
タ
を
用
い
て
減
収
量
を
把
握

し
共
済
金
の
算
定
を
行
い
ま
す
。

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
場
合

　
被
害
を
受
け
た
圃
場
全
て
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。毎
年
公
表
さ
れ
る
市
町
村
別
統
計
単

収
を
用
い
て
、被
害
圃
場
の
属
す
る
市
町
村
毎

に
減
収
量
を
把
握
し
共
済
金
の
算
定
を
行
い

ま
す
。

　

　自
然
災
害
（
風
水
害
等
気
象
上
の
原
因
に

よ
る
災
害
）、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
等
で
減
収
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
収
穫
前
に
被
害
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

加
入
方
式
に
よ
っ
て

損
害
評
価
の
方
法
等
が
異
な
り
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
た
ら

損
害
通
知
書
の
提
出
を

水
稲
共
済

①
評
価
日
の
３
日
前
ま
で
に
、立
札
を
圃

場
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

②
評
価
後
に
、長
雨
や
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、刈
取
り
前
で

あ
れ
ば
再
評
価
し
ま
す
の
で
再
度
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

③
評
価
後
は
損
害
評
価
済
シ
ー
ル（
左
写

真
参
照
）を
貼
り
ま
す
。

※

損
害
通
知
書
の
配
布
等
に
つ
い
て
、詳

し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
の
申
告
は
評
価
が
で
き
な
い

た
め
、
受
け
付
け
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

損害評価済シール

被害圃場の様子

一
筆
半
損
特
約
を
付
帯
し
て
い
る
場
合

　
圃
場
毎
に
、５
割
以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、該
当
圃
場
を
全
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。検
見
や
実
測
に
よ
っ
て
被
害
割
合
の
確
認

を
行
い
、５
割
以
上
の
減
収
と
な
っ
た
圃
場
に

対
し
て
基
準
の
２
割
部
分
の
共
済
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。（
最
高
補
償
割
合
選
択
時
）

令
和
５
年
産
な
し（
全
相
殺
方
式
）・

（
災
害
収
入
共
済
方
式
）の

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

令
和
５
年
産
か
き（
全
相
殺
方
式
）の

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

令
和
６
年
産
被
害
申
告
に
つ
い
て

風
水
害
に
よ
る
ス
リ
傷

黒
星
病
に
よ
る
病
害

鳥
獣
に
よ
る
食
害

　
ぶ
ど
う
、
な
し
の
被
害
・
減
収
が
見
込
ま
れ

る
方
は
、
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
等
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
か
き
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
頃
に

損
害
通
知
書
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
す
。

　
被
害
の
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
収

穫
前
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は
樹

園
地
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
食
品
の
適
正
な
価

格
形
成
に
向
け
て
、
食
べ
物
や
値
段
の
こ

と
を
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
る
「
フ
ェ
ア

プ
ラ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
分
か
り
や
す
く
て
楽
し
い
ア
ニ
メ
の
動

画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

果
樹
共
済

全相殺方式

全相殺方式

災害収入共済方式

（全相殺・（災害収入方式）
の共済金をお支払いしました

フ
ェ
ア
プ
ラ
イ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
行
中

▲詳しくはこちら

農
林
水
産
省

令和６年３月７日　支 払 日
１１戸支払戸数
２，０６６，８００円支払共済金

令和６年３月２２日支 払 日
７戸支払戸数
２９６，１００円支払共済金

令和６年３月２２日支 払 日
７戸支払戸数
１，０９５，２５７円支払共済金

N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O NN O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

06



令
和
５
年
産
な
し（
全
相
殺
方
式
）・

（
災
害
収
入
共
済
方
式
）の

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

令
和
５
年
産
か
き（
全
相
殺
方
式
）の

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

令
和
６
年
産
被
害
申
告
に
つ
い
て

風
水
害
に
よ
る
ス
リ
傷

黒
星
病
に
よ
る
病
害

鳥
獣
に
よ
る
食
害

　
ぶ
ど
う
、
な
し
の
被
害
・
減
収
が
見
込
ま
れ

る
方
は
、
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
等
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
か
き
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
頃
に

損
害
通
知
書
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
す
。

　
被
害
の
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
収

穫
前
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は
樹

園
地
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
食
品
の
適
正
な
価

格
形
成
に
向
け
て
、
食
べ
物
や
値
段
の
こ

と
を
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
る
「
フ
ェ
ア

プ
ラ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
分
か
り
や
す
く
て
楽
し
い
ア
ニ
メ
の
動

画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

果
樹
共
済

全相殺方式

全相殺方式

災害収入共済方式

（全相殺・（災害収入方式）
の共済金をお支払いしました

フ
ェ
ア
プ
ラ
イ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
行
中

▲詳しくはこちら

農
林
水
産
省

令和６年３月７日　支 払 日
１１戸支払戸数
２，０６６，８００円支払共済金

令和６年３月２２日支 払 日
７戸支払戸数
２９６，１００円支払共済金

令和６年３月２２日支 払 日
７戸支払戸数
１，０９５，２５７円支払共済金
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畑
作
物
共
済【
大
豆・そ
ば
】

令
和
５
年
産
大
豆・そ
ば
の
共
済
金
を

お
支
払
い
し
ま
し
た

【
大
豆
】

土
壌
湿
潤
害
に
よ
る
生
育
不
良

【
そ
ば
】

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

踏
み
倒
し

　
令
和
５
年
産
大
豆
お
よ
び
そ
ば
の
被
害
は
、
７
月
中
旬
の
大
雨

や
８
月
中
旬
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
土
壌
湿
潤
害
に
よ
る
生
育

不
良
が
発
生
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
踏
み
倒
し
で
収
穫
量
が
減

少
し
ま
し
た
。

●
令
和
７
年
度
収
入
保
険
加
入
申
請
を
受
け
付
け
中

　
　
収
入
保
険
は
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
収
入
減
少
を
補
て
ん
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
試
算
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
近
く
の
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
申
込
期
限
　
個
人
：
令
和
６
年
12
月
31
日

　
　
　
　
　
　
法
人
：
事
業
年
度
開
始
前

●
気
象
災
害
に
対
す
る
補
償
が
拡
充

　
　
こ
れ
ま
で
気
象
災
害
に
よ
り
翌
年
の
作
付
け
が
出
来
な
か
っ
た
場

合
は
補
償
の
対
象
外
で
し
た
。

　
　
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
は
、
気
象
災
害
に
よ
り
農
地
等
が
罹
災
し

１
年
以
内
に
作
付
け
が
不
可
能
な
場
合
（
被
災
後
１
年
以
内
に
収
穫
が

見
込
ま
れ
て
い
た
も
の
に
限
る
）
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険

収
入
保
険
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

●
収
入
が
減
る
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
時
は

　
　
自
然
災
害
等
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
際
は
、
遅
滞
な

く
事
故
の
発
生
状
況
な
ど
お
近
く
の
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
予
定
し
て
い
た
作
付
け
等
が
変
更
と
な
る
場
合
は

　
　
作
付
け
を
予
定
し
て
い
た
品
目
や
面
積
な
ど
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
お
近
く
の
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
基
準
収
入
金
額
、
保

険
料
等
を
再
算
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

18戸支払戸数
令和６年３月２7日支 払 日

1,882,179円支払共済金

全相殺方式
令和６年３月２７日支 払 日
１７戸支払戸数
４２２，６８５円支払共済金

地域インデックス方式
令和６年６月２０日支 払 日
１戸支払戸数
９００円支払共済金

　 県内
お出かけスポット

お勧め

　「波しぐれ三度笠」は東京で画商を営
む長谷川徳七さんが、母の出生地である
赤碕町の発展を願い寄せられた寄付を
もとに設置が実現しました。季節、時間
によってさまざまな表情を見せる三度笠
をぜひ見に来てください。

NPO 法人塩谷定好フォトプロジェクト
理事長（取材時）、元琴浦町長

た　 なか       みつ   お

田中 満雄 さん

取材
協力　

【取材協力】 
NPO法人

塩谷定好フォトプロジェクト
【お問合せはこちらから】

TEL. 0858-55-0120
（塩谷定好写真記念館）

歴
史
あ
る
赤
碕
の
港
に
立
つ「
波
し
ぐ
れ
三
度
笠
」

所
在
地
：
琴
浦
町
赤
碕
地
区

　
鳥
取
県
中
央
部
に
位
置
す
る
琴
浦
町
赤
碕
地
区
は
、
江
戸
時
代

に
自
然
石
を
用
い
築
造
さ
れ
た
「
菊
港
」
を
中
心
に
広
が
る
街
並

み
と
、
港
の
先
に
広
が
る
大
海
原
が
魅
力
で
す
。

　
菊
港
の
堤
防
上
に
は
「
波
し
ぐ
れ
三
度
笠
」
と
呼
ば
れ
る
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
著
名

な
彫
刻
家
、
流
政
之

さ
ん
に
よ
っ
て
製
作

さ
れ
た
こ
の
像
は
、

「
荒
波
を
乗
り
越
え

海
を
行
き
来
し
た
男

た
ち
、
そ
れ
を
送
り

迎
え
る
人
た
ち
の
生

き
ざ
ま
」
を
表
し
て

い
ま
す
。
夕
方
に
は

海
に
沈
む
太
陽
に
照

ら
さ
れ
、
彼
方
へ
向

か
う
船
に
思
い
を
は
せ
る
姿
に
、
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
像
が
行
き
来
す
る
船
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

　
菊
港
周
辺
に
は
階
段
状
の
護
岸
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
気

持
ち
の
良
い
海
風
を
感
じ
ら
れ
住
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
７
月
27
日
に
は
「
波
止
の
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

打
ち
上
げ
花
火
も
間
近
で
観
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
日
本
芸
術
写
真
の
草
分
け
的
存
在
の
塩

谷
定
好
の
写
真
記
念
館
な
ど
、
紹
介
し
き
れ
な
い
見
所
も
多

く
あ
る
の
で
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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　 県内
お出かけスポット

お勧め

　「波しぐれ三度笠」は東京で画商を営
む長谷川徳七さんが、母の出生地である
赤碕町の発展を願い寄せられた寄付を
もとに設置が実現しました。季節、時間
によってさまざまな表情を見せる三度笠
をぜひ見に来てください。

NPO 法人塩谷定好フォトプロジェクト
理事長（取材時）、元琴浦町長

た　 なか       みつ   お

田中 満雄 さん

取材
協力　

【取材協力】 
NPO法人

塩谷定好フォトプロジェクト
【お問合せはこちらから】

TEL. 0858-55-0120
（塩谷定好写真記念館）

歴
史
あ
る
赤
碕
の
港
に
立
つ「
波
し
ぐ
れ
三
度
笠
」

所
在
地
：
琴
浦
町
赤
碕
地
区

　
鳥
取
県
中
央
部
に
位
置
す
る
琴
浦
町
赤
碕
地
区
は
、
江
戸
時
代

に
自
然
石
を
用
い
築
造
さ
れ
た
「
菊
港
」
を
中
心
に
広
が
る
街
並

み
と
、
港
の
先
に
広
が
る
大
海
原
が
魅
力
で
す
。

　
菊
港
の
堤
防
上
に
は
「
波
し
ぐ
れ
三
度
笠
」
と
呼
ば
れ
る
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
著
名

な
彫
刻
家
、
流
政
之

さ
ん
に
よ
っ
て
製
作

さ
れ
た
こ
の
像
は
、

「
荒
波
を
乗
り
越
え

海
を
行
き
来
し
た
男

た
ち
、
そ
れ
を
送
り

迎
え
る
人
た
ち
の
生

き
ざ
ま
」
を
表
し
て

い
ま
す
。
夕
方
に
は

海
に
沈
む
太
陽
に
照

ら
さ
れ
、
彼
方
へ
向

か
う
船
に
思
い
を
は
せ
る
姿
に
、
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
像
が
行
き
来
す
る
船
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

　
菊
港
周
辺
に
は
階
段
状
の
護
岸
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
気

持
ち
の
良
い
海
風
を
感
じ
ら
れ
住
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
７
月
27
日
に
は
「
波
止
の
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

打
ち
上
げ
花
火
も
間
近
で
観
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
日
本
芸
術
写
真
の
草
分
け
的
存
在
の
塩

谷
定
好
の
写
真
記
念
館
な
ど
、
紹
介
し
き
れ
な
い
見
所
も
多

く
あ
る
の
で
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

の
向
上
と
組
合
の
事
務
処
理
の

効
率
化
の
た
め
、
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替

の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
振

替
手
数
料
は
組
合
が
負
担
し
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

掛
金
は
口
座
振
替
で
！

●
南
部
町
の
法
勝
寺
川
沿
い
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
と
て
も
き

れ
い
で
来
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
時
期
に
見
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。ま
た
赤
猪
岩
神
社
に
も
い
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
鳥
取
市
　
45
歳
）

　
今
年
は
法
勝
寺
の
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、来
年
こ
そ
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
鳥
取
市
　
71
歳
）

　
今
後
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、頑

張
っ
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
季
節
の
お
す
す
め
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ
も
参
考
に
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。簡
単
な
の
で
実
行
し
や
す
い
。

　 

（
琴
浦
町
　
64
歳
）

　
季
節
の
お
す
す
め
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
近
年
、各
地
で
大
き
な
地
震
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

地
震
へ
の
備
え
を
今
一
度
見
直
し
て
お
く
ほ
う
が
い
い
で

す
ね
、建
物
共
済
の
再
検
討
が
必
要
な
の
で
は
!!

　 

（
米
子
市
　
67
歳
）

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。建
物

共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、そ
う
で
な
い
方
も
一
度
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
カ
メ
ム
シ
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。何
か
い
い
薬
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。家
族
で
大
騒
ぎ
で
す
。 （
大
山
町
　
76
歳
）

　
薬
で
は
な
い
で
す
が
、柑
橘
系
や
ハ
ー
ブ
等
の
匂
い
は

虫
除
け
に
な
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。効
果
が
あ

る
な
ら
育
て
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業
に

関
す
る
情
報
、
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
５
，
５
２
０
円
。
購

読
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
購
読
を
お
願
い
し

ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の

購
読
を
お
願
い
し
ま
す

口
座
振
替
の

手
続
き
が
で
き
る

主
な
金
融
機
関

口
座
振
替
の

手
続
き
が
で
き
る

主
な
金
融
機
関

● 

山
陰
合
同
銀
行

● 

鳥
取
銀
行

● 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

● 

鳥
取
県
内
の
各
Ｊ
Ａ

● 

鳥
取
県
内
の

　 

各
信
用
金
庫

　
家
具
類（
テ
レ
ビ
な
ど
）の
落

雷
事
故
、農
機
具
の
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、す
ぐ
に
最
寄
り
の
支

所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出
さ
れ

た
場
合
は
、必
要
書
類
の
早
期
作

成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉

  

落
雷
証
明
書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉

  

請
求
書 

  （
修
理
明
細
が
わ
か
る
も
の
）

早
期
支
払
い
の
た
め
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

本
所　森

　田
　博
　文

　
　
　
　
　
　（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

東
部
支
所

　川
　戸
　悟
　史

　
　
　
　
　
　（
令
和
５
年
12
月
31
日
付
）

家
畜
診
療
所
東
部
支
所

　楠
　田
　広
　大

　
　
　
　
　
　（
令
和
６
年
５
月
31
日
付
）

令
和
５
年
12
月
31
日・令
和
６
年
３
月

31
日・令
和
６
年
５
月
31
日
付
け
で
３

名
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

詳しくは最寄りの各支所へ
お問い合わせください。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の

回
答
と
一
緒
に

寄
せ
ら
れ
た
、

ご
意
見
・
感
想
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ハッピーボイス

●
本
　所

●
東
部
支
所

●
中
部
支
所

●
西
部
支
所

●
家
畜
診
療
所

令和６年度職員紹介

収
入
保
険
課…

　庶
務
、
広
報
、

　経
理
、
収
入
保
険

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、

　建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、
園
芸
施
設

支所の仕事内容

総
務
課…

　庶
務
、
経
理
、
組
合
員
・
基
礎
組
織
関
係

企
画
情
報
課…

　情
報
シ
ス
テ
ム
、
広
報
、
研
修
　

事
業
一
課…

　農
作
物
、
畑
作
物
、
建
物
、
農
機
具

事
業
二
課…

　家
畜
、
果
樹
、
園
芸
施
設

収
入
保
険
課…

　収
入
保
険

本所の仕事内容

参　
　
事�

田
　
嶋
　
義
　
人

総
務
部

部　
　
長�
池
　
本
　
　
　
潤

総
務
課

課　
　
長�

絹
　
見
　
孝
一
郎

課
長
補
佐�

生
　
原
　
由
　
紀

課
長
補
佐�

谷
　
口
　
　
　
惇

係　
　
長�

田
　
中
　
咲
　
月

係　
　
長�

青
　
木
　
理
　
恵

企
画
情
報
課

課　
　
長�

小
　
西
　
陽
　
平 

係　
　
長�

米
　
林
　
真
　
紀

主　
　
事�

後
　
藤
　
拓
　
珠

主　
　
事�

金
　
森
　
佑
　
太

再　
雇　
用�

乾
　
　
　
正
　
明

事
業
部

部　
　
長�

天
　
津
　
康
　
彦

事
業
一
課

課　
　
長�

小
　
林
　
敬
　
之

課
長
補
佐�

小
　
椋
　
雅
　
和

係　
　
長�

井
　
﨑
　
　
　
彰

主　
　
任�

遠
　
藤
　
雄
　
貴

事
業
二
課

課
長（
兼
）�

天
　
津
　
康
　
彦

課
長
補
佐�

福
　
山
　
耕
　
平

課
長
補
佐�

原
　
田
　
麻
希
子  

係　
　
長�

伊
　
藤
　
裕
　
貴

主　
　
事�

向
　
井
　
美
　
仁

収
入
保
険
課

課　
　
長�

石
　
脇
　
知
　
克 

課
長
補
佐�

松
　
岡
　
久
　
朗

課
長
補
佐�

宇
田
川
　
明
　
寛

監
査
室

室
長（
兼
）��

池
　
本
　
　
　
潤

室
長
補
佐（
兼
）��

絹
　
見
　
孝
一
郎

支　
所　
長�

谷
　
尻
　
英
　
信

収
入
保
険
課

課
長（
兼
）�

谷
　
尻
　
英
　
信

課
長
補
佐�

平
　
尾
　
哲
　
子

係　
　
長�

長
　
戸
　
孝
　
允

主　
　
事�

長
　
本
　
朋
　
子

事
業
一
課

課　
　
長�

谷
　
口
　
賢
　
司

課
長
補
佐�

鎌
　
谷
　
正
　
彦

係　
　
長�

石
　
谷
　
昌
　
平

係　
　
長�

藤
　
原
　
達
　
矢

主　
　
任�
杉
　
信
　
洸
　
生 

主　
　
事�
田
　
中
　
志
央
理

主　
　
事�
田
　
嶋
　
勇
　
人

主　
　
事�

坂
　
口
　
大
　
輝

事
業
二
課

課　
　
長�

前
　
田
　
翔
　
太

係　
　
長�

荒
　
木
　
　
　
望

係　
　
長�

平
　
井
　
亮
　
輔

主　
　
任�

森
　
本
　
　
　
司

主　
　
事�

長
谷
川
　
大
　
輔

主　
　
事�

西
　
田
　
　
　
純

再　
雇　
用�

中
　
村
　
哲
　
彦

支　
所　
長�

柴
　
田
　
学
　
彦

収
入
保
険
課

課
長（
兼
）�

柴
　
田
　
学
　
彦

課
長
補
佐�

根
　
鈴
　
健
　
之

係　
　
長�

前
　
田
　
裕
　
太

主　
　
事�

前
　
田
　
一
　
帆

再　
雇　
用�

衹
　
園
　
美
　
穂

事
業
一
課

課　
　
長�

森
　
田
　
英
　
二

課
長
補
佐�

新
　
　
　
直
　
幸

課
長
補
佐�

有
　
福
　
和
　
晃

係　
　
長�

中
　
尾
　
里
　
穂

主　
　
任�

田
　
中
　
　
　
遼

主　
　
事�

牧
　
　
　
瑞
　
暉

主　
　
事�

田
　
中
　
　
　
光

事
業
二
課

課　
　
長�

豊
　
嶋
　
幸
　
男

課
長
補
佐�

中
　
本
　
一
　
也

係　
　
長�

青
　
戸
　
裕
　
二

主　
　
事�

手
　
嶋
　
　
　
豊

主　
　
事�

西
　
村
　
尚
　
樹

主　
　
事�
長
谷
川
　
綺
　
音

主　
　
事�
　
塩
　
谷
　
温
　
子

再　
雇　
用�
宮
　
本
　
雅
　
則

再　
雇　
用�

中
　
本
　
浩
　
二

支�

所�

長�

野
　
口
　
晴
　
文

収
入
保
険
課

課　
　
長�

大
　
江
　
直
　
弘

主　
　
幹�

中
　
川
　
新
　
朗

主　
　
任�

北
　
峯
　
裕
　
太

主　
　
事�

松
　
本
　
拓
　
也

事
業
一
課

課　
　
長�

堀
　
尾
　
宏
　
司

課
長
補
佐�

金
　
田
　
　
　
準

課
長
補
佐�

小
　
竹
　
紋
　
子

係　
　
長�

齋
　
木
　
政
　
宏

主　
　
任�

近
　
藤
　
和
　
希

主　
　
事�

木
　
村
　
拓
　
也

再　
雇　
用�

𠮷
　
村
　
一
　
郎

事
業
二
課

課　
　
長�

西
　
田
　
顕
　
一　

課
長
補
佐�

大
　
塚
　
俊
　
也

係　
　
長�

高
　
見
　
真
由
美

主　
　
事�

田
　
中
　
拓
　
実

主　
　
事�

森
　
　
　
祐
　
樹

主　
　
事�

塚
　
根
　
千
　
尋

主　
　
事�

足
　
立
　
弥
　
祐

再　
雇　
用�

新
　
田
　
　
　
学

再　
雇　
用�

益
　
田
　
英
　
則

本
　
　
所

所　
　
長�

早
　
志
　
敬
　
治

主　
　
幹�

郡
　
司
　
庸
　
介
　

獣　
医　
師�

安
　
藤
　
湧
　
希

獣　
医　
師�

米
　
田
　
結
　
花

獣　
医　
師�

五
　
味
　
明
日
香

獣　
医　
師�

藤
　
本
　
和
　
臣

獣　
医　
師�

横
　
野
　
晴
　
香

再　
雇　
用�

門
　
脇
　
文
　
生

東
部
支
所

支　
所　
長�

河
　
野
　
信
　
嗣

主
幹（
兼
）�

原
　
田
　
麻
希
子

獣　
医　
師�

岸
　
田
　
尚
　
子

西
部
支
所

支　
所　
長�

田
　
中
　
久
美
子

主　
　
幹�

増
　
田
　
美
沙
子

係　
　
長�

鈴
　
木
　
将
　
右

獣　
医　
師�

石
　
田
　
大
　
武

再　
雇　
用�

小
笠
原
　
剛
　
士

（
令
和
６
年
６
月
１
日
現
在
）

東部支所
 坂口 大輝

中部支所
田中　光

家畜診療所本所
横野 晴香

令和６年
４月１日採用の
職員を
紹介します
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組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

の
向
上
と
組
合
の
事
務
処
理
の

効
率
化
の
た
め
、
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替

の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
振

替
手
数
料
は
組
合
が
負
担
し
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

掛
金
は
口
座
振
替
で
！

●
南
部
町
の
法
勝
寺
川
沿
い
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
と
て
も
き

れ
い
で
来
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
時
期
に
見
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。ま
た
赤
猪
岩
神
社
に
も
い
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
鳥
取
市
　
45
歳
）

　
今
年
は
法
勝
寺
の
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、来
年
こ
そ
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
鳥
取
市
　
71
歳
）

　
今
後
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、頑

張
っ
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
季
節
の
お
す
す
め
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ
も
参
考
に
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。簡
単
な
の
で
実
行
し
や
す
い
。

　 

（
琴
浦
町
　
64
歳
）

　
季
節
の
お
す
す
め
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
近
年
、各
地
で
大
き
な
地
震
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

地
震
へ
の
備
え
を
今
一
度
見
直
し
て
お
く
ほ
う
が
い
い
で

す
ね
、建
物
共
済
の
再
検
討
が
必
要
な
の
で
は
!!

　 

（
米
子
市
　
67
歳
）

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。建
物

共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、そ
う
で
な
い
方
も
一
度
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
カ
メ
ム
シ
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。何
か
い
い
薬
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。家
族
で
大
騒
ぎ
で
す
。 （
大
山
町
　
76
歳
）

　
薬
で
は
な
い
で
す
が
、柑
橘
系
や
ハ
ー
ブ
等
の
匂
い
は

虫
除
け
に
な
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。効
果
が
あ

る
な
ら
育
て
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業
に

関
す
る
情
報
、
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
５
，
５
２
０
円
。
購

読
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
購
読
を
お
願
い
し

ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の

購
読
を
お
願
い
し
ま
す

口
座
振
替
の

手
続
き
が
で
き
る

主
な
金
融
機
関

口
座
振
替
の

手
続
き
が
で
き
る

主
な
金
融
機
関

● 
山
陰
合
同
銀
行

● 
鳥
取
銀
行

● 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

● 

鳥
取
県
内
の
各
Ｊ
Ａ

● 

鳥
取
県
内
の

　 

各
信
用
金
庫

　
家
具
類（
テ
レ
ビ
な
ど
）の
落

雷
事
故
、農
機
具
の
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、す
ぐ
に
最
寄
り
の
支

所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出
さ
れ

た
場
合
は
、必
要
書
類
の
早
期
作

成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉

  

落
雷
証
明
書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉

  
請
求
書 

  （
修
理
明
細
が
わ
か
る
も
の
）

早
期
支
払
い
の
た
め
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

本
所　森

　田
　博
　文

　
　
　
　
　
　（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

東
部
支
所

　川
　戸
　悟
　史

　
　
　
　
　
　（
令
和
５
年
12
月
31
日
付
）

家
畜
診
療
所
東
部
支
所

　楠
　田
　広
　大

　
　
　
　
　
　（
令
和
６
年
５
月
31
日
付
）

令
和
５
年
12
月
31
日・令
和
６
年
３
月

31
日・令
和
６
年
５
月
31
日
付
け
で
３

名
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

詳しくは最寄りの各支所へ
お問い合わせください。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の

回
答
と
一
緒
に

寄
せ
ら
れ
た
、

ご
意
見
・
感
想
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ハッピーボイス
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表
紙
の
笑
顔

EA B C D
アルファベットを順に並べて完成した言葉が答えです。

※景品は写真と若干異なります。

〈応募ハガキ 記入例〉

①クイズの答え
②郵便番号　③住　所
④氏　名　　⑤年　齢
⑥電話番号
⑦組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にある
プレゼント応募券を
貼ってください

応募方法

令和６年8月30日（金）当日消印有効応募締切
〒689-2202 東伯郡北栄町東園271番地
鳥取県農業共済組合本所広報係応募宛先

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
　氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

ひ
と
み
さ
ん

ユ
ー
ち
ゃ
ん（
１
歳
半
）

鳥
取
市
鹿
野
町

　お
て
ん
ば
で
気
ま
ぐ
れ
な

と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
と

て
も
と
て
も
か
わ
い
い
で

す
！
い
っ
ぱ
い
あ
そ
び
ま

し
ょ
う
ね
！

【答え】

大国主命グッズ
詰め合わせセット

当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

ハルヤスミ

　
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
が
続
き
ま
し
た

ね
。
皆
様
も
水
分
補
給
や
適
度

な
休
息
な
ど
、
熱
中
症
対
策
を

十
分
に
し
て
長
い
夏
を
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（Ｔ・Ｍ

）

応募総数
２１６通

⑬

②

④

⑥ ⑪

⑤

③

⑪

⑩ ⑭

①

⑨

⑭

⑩ ⑫ ⑯①

⑦

⑧

⑩

⑮

ヨコのかぎ
①３R。○○○○○、リユース、リサイクル。
②土用の○○の日。
③世界遺産に登録された日本の人工島。正式名称「端島」。
④釣り道具。水面に浮かべて魚の当たりを知らせる。
⑤調味料のさしすせそ。
　「さとう」、「しお」、「す」、「○○○（しょうゆ）」、「みそ」。
⑦世界で２番目に大きい一枚岩。エアーズ○○○。
⑩周囲の熱を奪って液体が気体に変わる現象。
　○○熱（蒸発じゃないよ）。
⑪心を入れかえる事。
⑬長野県や群馬県などで食べられる昆虫食。
　○○○のつくだ煮。
⑭汽車や新幹線などに乗車するために買う券。

タテのかぎ
①日本の童話。カメに連れられて浦島太郎が向かった城は。
⑥大気の光の屈折で遠方の景色が伸びたり逆さまになったり

する現象。
⑧豆乳を加熱した時に表面にできる薄い膜。
⑨雨が多く降る時期。
⑩京都にある金色の建物。○○○○寺。
⑫「西瓜」。何と読む。
⑮午前２時。草木も眠る○○○○時。
⑯こいのぼりの並び。一番下が「こごい」、一番上は？。

４1号（春号）正解者の中から抽選で１０名の方に

②

③

⑤ ⑪

④

②

⑲

⑩ ⑭

①

⑦

⑩ ⑨ ⑬

⑫

⑯

① ⑥

⑧

⑫

⑬

A

C

B

Ｅ

Ｄ

ナ ツ メ ソ ウ セ キ
ス 　 ー 　 マ 　 タ
　 ギ プ ス 　 フ サ
シ ヨ ル ダ ー 　 ト
キ フ 　 レ 　 ミ
シ 　 ハ 　 ロ ミ オ
ヤ オ チ ヨ ウ 　 二

た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

A C

B

ＥＤ

k
o
t
o
u
r
a
ブ
レ
ン
ド

ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ（海

＆
山
）

プレゼント応募券プレゼント応募券
令和６年 夏号

〈キリトリ〉

　公益社団法人鳥取県栄養士会は保健、医療、福祉及び教育の分野において食と健康
の専門職として県民の公衆衛生の向上及び健康の増進に寄与することを目的として

「食の力で伸ばそう健康寿命」を掲げて日々活動しています。　　
公益社団法人 鳥取県栄養士会会長　福田　節子

夏は、汗で水分が失われやすく、水分補給が欠かせませんが、熱中症予防のために普段
の食事での塩分を増やす必要はありません。
暑さで食欲が落ちやすい時期ですが、みずみずしく香りのよい野菜や、酢の酸味などを
活用しながら、おいしく乗り切りましょう。

ポイント

公益社団法人
鳥取県栄養士会提供

料理コーナー季節のおすすめ

①アジに酒をふりかけ、しば
らくおく。

②①に片栗粉をまぶし、多め
の油で揚げ焼きにする。

③玉ねぎ、トマト、きゅう
り、セロリは７㎜角程度
に切る。

④調味料と③を合わせ、ソースを作る。
⑤魚を皿に盛り、ソースを全体にかける。

調理方法

●1 人分栄養価：エネルギー 226kcal、たんぱく質 14.4ｇ、
　　　　　　　　脂質 15.0ｇ、食塩相当量 0.8ｇ

アジ（3枚おろし）
 8枚（約280g）
酒 大さじ１
片栗粉 大さじ2・1/2
油 適宜
玉ねぎ 50ｇ
トマト 100ｇ
きゅうり 50ｇ
セロリ 50ｇ

　  
・・・・・・・・・

　 　 　・・・・・・・・
・・・・・

       ・・・・・・・・
・・・・

・・・・・
・・・

・・・・・

●調味料
酢 大さじ２
オリーブ油
 大さじ１・1/2
塩 ２ｇ
砂糖 小さじ1
粒マスタード
 小さじ1

・・・・・・

　 　 　 　  ・・・・・・・
・・・・・・
   ・・・・

・・・・・・

材
料（
４
人
分
）

あじのカラフルソース

油揚げ 40ｇ
赤ピーマン 60ｇ
黄ピーマン 60ｇ
セロリ 40ｇ
かいわれ大根 40ｇ
かつお節 ２ｇ
濃口しょうゆ 大さじ１/２

・・・・・・・
・・・・
・・・・

・・・・・・・・
・・

・・・・・・
・・

材
料（
４
人
分
）

彩り野菜の香り和え
①油揚げは湯通しするかキッチンペーパーで拭いて

油抜きする。
②油揚げをアルミホイルにのせて、オーブントース

ターかグリルでうすく焼き目がつくまで３分程度
焼き、せん切りにする。

③種を除いたピーマンとセロリはせん切りにし、か
いわれ大根は根元を切って半分の長さに切る。

④油揚げが冷めたら、③の野菜としょうゆ、半量のか
つお節で和える。  

⑤器に盛りつけ、残りのかつお節を上にのせる。     
  

①いかは、胴は輪切り、脚は３㎝の長さに切る。
②わかめは一口大に切り、沸騰した湯に入れ、冷ます。
③いかをさっとゆで、ざるにとり冷ます。
④きゅうりと玉ねぎは薄切りにしてボウルに入れ、塩を

まぶし、しばらく置く。 
⑤④の水気を絞り、②③を加える。
⑥トマトを食べやすい大きさに切って、器に⑤と合わせ、

ヨーグルトとマヨネーズを合わせたものをかける。

調理方法

●1 人分栄養価：エネルギー 53kcal、たんぱく質 3.4ｇ、脂質 3.6ｇ、食塩相当量 0.3ｇ

いか 1杯（約200ｇ）
生わかめ 50ｇ
きゅうり 100ｇ
玉ねぎ 50ｇ
塩 ２ｇ
トマト 200ｇ
マヨネーズ 30ｇ
ヨーグルト（無糖） 60ｇ

・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・

材
料（
４
人
分
）

いかサラダ 調理方法

●1 人分栄養価：エネルギー 117kcal、たんぱく質 6.6ｇ、脂質 5.7ｇ、食塩相当量 1.1ｇ

粉寒天 ２ｇ
水 320㎖
砂糖 30g
好みのフルーツ（ぶどうなど）
 60ｇ

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

フルーツ寒天
①好みのフルーツを切って、容器に入れる。
②粉寒天と水を鍋に入れて火にかける。 
③沸騰したら、吹きこぼれないように２分煮て寒天を溶

かす。 
④火を止めて砂糖を加えて溶かす。
⑤寒天液を容器に流し入れ、粗熱をとって冷蔵庫で冷やす。

調理方法

●1 人分栄養価：エネルギー 40kcal、たんぱく質 0.1ｇ、
　　　　　　　　脂質 0.0ｇ、食塩相当量 0.0ｇ

材
料（
４
人
分
）
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表
紙
の
笑
顔

EA B C D
アルファベットを順に並べて完成した言葉が答えです。

※景品は写真と若干異なります。

〈応募ハガキ 記入例〉

①クイズの答え
②郵便番号　③住　所
④氏　名　　⑤年　齢
⑥電話番号
⑦組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にある
プレゼント応募券を
貼ってください

応募方法

令和６年8月30日（金）当日消印有効応募締切
〒689-2202 東伯郡北栄町東園271番地
鳥取県農業共済組合本所広報係応募宛先

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
　氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

ひ
と
み
さ
ん

ユ
ー
ち
ゃ
ん（
１
歳
半
）

鳥
取
市
鹿
野
町

　お
て
ん
ば
で
気
ま
ぐ
れ
な

と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
と

て
も
と
て
も
か
わ
い
い
で

す
！
い
っ
ぱ
い
あ
そ
び
ま

し
ょ
う
ね
！

【答え】

大国主命グッズ
詰め合わせセット

当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

ハルヤスミ

　
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
が
続
き
ま
し
た

ね
。
皆
様
も
水
分
補
給
や
適
度

な
休
息
な
ど
、
熱
中
症
対
策
を

十
分
に
し
て
長
い
夏
を
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（Ｔ・Ｍ

）

応募総数
２１６通

⑬

②

④

⑥ ⑪

⑤

③

⑪

⑩ ⑭

①

⑨

⑭

⑩ ⑫ ⑯①

⑦

⑧

⑩

⑮

ヨコのかぎ
①３R。○○○○○、リユース、リサイクル。
②土用の○○の日。
③世界遺産に登録された日本の人工島。正式名称「端島」。
④釣り道具。水面に浮かべて魚の当たりを知らせる。
⑤調味料のさしすせそ。
　「さとう」、「しお」、「す」、「○○○（しょうゆ）」、「みそ」。
⑦世界で２番目に大きい一枚岩。エアーズ○○○。
⑩周囲の熱を奪って液体が気体に変わる現象。
　○○熱（蒸発じゃないよ）。
⑪心を入れかえる事。
⑬長野県や群馬県などで食べられる昆虫食。
　○○○のつくだ煮。
⑭汽車や新幹線などに乗車するために買う券。

タテのかぎ
①日本の童話。カメに連れられて浦島太郎が向かった城は。
⑥大気の光の屈折で遠方の景色が伸びたり逆さまになったり

する現象。
⑧豆乳を加熱した時に表面にできる薄い膜。
⑨雨が多く降る時期。
⑩京都にある金色の建物。○○○○寺。
⑫「西瓜」。何と読む。
⑮午前２時。草木も眠る○○○○時。
⑯こいのぼりの並び。一番下が「こごい」、一番上は？。

４1号（春号）正解者の中から抽選で１０名の方に

②

③

⑤ ⑪

④

②

⑲

⑩ ⑭

①

⑦

⑩ ⑨ ⑬

⑫

⑯

① ⑥

⑧

⑫

⑬

A

C

B

Ｅ

Ｄ

ナ ツ メ ソ ウ セ キ
ス 　 ー 　 マ 　 タ
　 ギ プ ス 　 フ サ
シ ヨ ル ダ ー 　 ト
キ フ 　 レ 　 ミ
シ 　 ハ 　 ロ ミ オ
ヤ オ チ ヨ ウ 　 二

た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

A C

B

ＥＤ

k
o
t
o
u
r
a
ブ
レ
ン
ド

ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ（海

＆
山
）

プレゼント応募券プレゼント応募券
令和６年 夏号

〈キリトリ〉
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鳥取県農業共済組合
〒689-2202 鳥取県東伯郡北栄町東園271番地

ＦＡＸ. 0858-37-4121      nosai31@tottori-nosai.jp
0120-031559　ＴＥＬ. 0858-37-5631

農
業
は
「
い
の
ち
の
産
業
」

編
集
・
発
行
／
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合

0120-031559　
https://w

w
w

.nosai-tottori.jp   　 NO
S
AIと
っ
と
り

■東部支所
0120-031870　

☎0857-37-3301
■中部支所
0120-031180　

☎0858-37-5252
■西部支所
0120-031492　

☎0859-22-1001
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この用紙のインクは再生紙処
理をしやすく環境にやさしい大
豆油インキを使用しています
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令和７年度４月採用の職員採用試験 日程

1.　採用年月日 令和 7 年 4 月 1 日
2.　募集職種 一般職（事務及び外務）
3.　予定採用人員 若干名
4.　受験資格  

（1）平成 7 年 4 月 2 日以降に生まれた方（令和 7 年度 30 歳）で、学校教育法に定め
る高等学校以上を卒業した方又は令和 7 年 3 月末までに卒業見込みの方

（2）普通自動車運転免許を有する方、または採用までに取得可能な方
5.　申込締切日 令和 6 年 8 月 29 日（木）17 時必着

＜提出書類＞
　　（1）履歴書　　（2）最終学校の成績証明書（開封無効）
　　（3）最終学校の卒業（見込）証明書　　（4）職務経歴書（該当のある場合）
6.　受験票送付 8 月 30 日（金）
7.　一次試験 9 月 8 日（日）

　　　筆記試験（一般常識試験、適正検査）、小論文　　　　　 
　　　試験会場：東部支所・中部支所・西部支所　
　　　　　　　　（試験会場は希望による：履歴書に希望地を記載）
　　　東部：東部支所（鳥取市賀露町 4074 番地）
　　　中部：中部支所（東伯郡北栄町東園 271 番地）
　　　西部：西部支所（米子市上福原 658 番地 1）
8.　一次試験選考結果通知 9 月 20 日（金）
9.　二次試験（一次試験合格者に後日通知） 9 月 30 日（月）

　　　面接試験  　　　　　　　　　　　　　　
10.　最終選考結果通知発送 10 月 1 日（火）
11.　給与・勤務等
 　初任給は、高等学校卒：166,600円、短期大学卒：179,100円、大学卒：196,200円

（令和6年4月現在）。そのほか、期末勤勉手当、扶養手当、住居手当、通勤手当等を要件
に応じて支給します。勤務時間は1日7時間45分（8：30～17：15）、完全週休2日制で
す。その他の給与・勤務条件は職員給与規則等の定めるところによります。

12.　応募・問合せ先
 〒689-2202  東伯郡北栄町東園 271 番地　
 鳥取県農業共済組合総務部総務課　℡：0858-37-5631

鳥取県農業共済組合では、
令和７年４月１日採用の職員を募集します。
職員応募要領、試験実施要領は下記の通りです。


